










A study of the selection of optimal critical items 
on the concealed information test
Abstracts
    The concealed information test (CIT) focuses on participants’ recognition of the critical 
question rather than focusing on identifying deceptive answers. This experiment was designed to 
examine the validity of the CIT in a situation that resembled a true crime. Twenty-six participants 
who committed a mock theft were given a free-recall test about information concerning their 
crime scene after a delay of seven or more days. Although the realistic procedure was associated 
with a lower recall rate on some questions, the results indicated that central information was 










































を学習させることで裁決項目として用いられることもある（Horneman ＆ O’Gorman6）；Maoz, 

















　Carmel, Dayan, Naveh, Raveh, ＆ Ben-Shakhar12) は第1の問題点に対して，現実場面に即した
模擬犯罪を設定し，第2の問題を解決するために模擬犯罪と CIT の実施までに1週間の空白期間を










うな結果について，Carmel et al.12) は，リアル条件で裁決項目に対する情報処理が浅い（Craik & 
Tulving13））ことに起因すると述べている。









































ドマウントによって側頭部に ELEKCITY 社製 WEB カメラ （MBYR-BK）を装着し，模擬犯罪中
の実験参加者の視線方向を動画で連続記録した。左腹部にプラス電極 ( ディスポーザブル電極，
メッツ社製ブルーセンサ－ M －00－ SM)，右背側頸部にマイナス電極，左背側頸部にアース電極
を装着して心電図を計測した。非利き手手掌に皮膚コンダクタンス測定用のディスポーザブル電
極 ( メッツ社製エルローデ SMP －300)，腹部には呼吸センサ（ニホンサンテク製45360m）を装
着した。以上の記録はニホンサンテク製携帯型ポリグラフ検査センサアンプユニット（MAP2450-
SAU）で増幅後（HR の時定数は0.3），A/D コンバータ（MAP248U）に入力し，マウス社製ス
ティックコンピュータ ( モデル HN1) に磁気記録した。そして，WIFI ルータ（ソフトバンク社製
ユーモバイル303ZT）を介してデータが常時，送信されていた。このことから，実験参加者の視
線が何に向けられているか，そして，それと同期した生理反応の記録を実験室のデスクトップコ
ンピュータ（Dell 社製 Inspiron 1525）上のリアルタイムモニタソフト（ニホンサンテク製イン
プトモニタ MPL-IM）により，観察することが可能であった。実験装置の構成は Fig.1に示したと
おりである。





































































　実験参加者が時間内に札を発見した枚数は，5 枚が1 名，4 枚が3 名，3 枚が5 名，2 枚が8 名



















































　安静期と探索中の持続性の HR 水準を Fig.4に示した。模擬犯罪開始前のイスに着席した安静
期の平均 HR が81.7bpm であったのに対し，模擬犯罪中の HR は100.4bpm であった。模擬犯罪
中は札を探索しながら歩き回っていることや，模擬とはいえ窃盗の実行行為のために緊張感が増




























Fig.4 持続的 HR水準 





























Fig.4 持続的 HR水準 

























































































































　Seymour, & Fraynt 15) は，生理反応を測定することなく，反応時間のみを指標とした場合でも，
CIT に類似した課題で，裁決項目の検出が可能であることを示した。すなわち，学習した項目に
対して，「見たことがない」と言う意味で虚偽の応答をする（no のボタンを押す）と，予め学習
していない項目に対して no のボタンを押す場合よりも , 有意に反応時間が長くなることを明らか


















　ところで，本研究で模擬犯行中の持続的 HR 水準は，安静時よりも20bpm 程度上昇していた。
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　Honts, Devitt, Winbush, & Kircher20）はそもそも裁決項目の認識の有無を検査する CIT の妥当
性に懐疑的で，容疑者の記憶は目撃者と同程度に曖昧なものであり（Eisen, Quas, & Goodman 
21）； Wells &　Olson22）），信頼に値しないと述べている。そして，模擬犯罪から1－2週間後に , 実
験参加者が裁決項目を思い出せない場合があることが指摘されている (Carmel et al.12);Gamer et 
al.17); Nahari and Ben-Shakhar,23) )。また，実務事態に近づけるため，模擬犯罪から一定期間を空
けて CIT を実施すると，経過日数の関数として検出率が低下すると言う報告（Carmel　et al. 12））
もある。
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